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１．博士学位論文（博士論文）の要約 
 
1.1 博士論文全体の要約 
本博士論文の目的は、ヨーロッパの聖杯騎士伝説の系譜を研究し、その歴史的意義そして
聖杯騎士伝説の精神を明らかにすることで、ヨーロッパ史における平和論の新たな系譜を
示し、今日の国際平和への貢献を目指すことにある。 
聖杯騎士伝説は、キリスト教に由来する聖杯伝説がヨーロッパ騎士道精神と結びつき、12
世紀にフランスそして神聖ローマ帝国(ドイツ)で著されて誕生する。この聖杯騎士伝説が
当時の十字軍といった国際宗教戦争と密接に関連しており、これらの戦争を終息させる意
図を持った、キリスト千年紀における新たな理念を記したものであったことを例証する。 
また、この聖杯騎士伝説に当時のヨーロッパ貴族で、ドイツ・バイロイト Bayreuthを創
設したアンデクス・メラン家 Haus Andechs Meranienが関わり、同家の断絶後もその精神は
継承され、19世紀にバイロイトの地でヴァーグナーRichard Wagnerによって聖杯騎士伝説
のオペラ『パルジファル Parsifal』として復活し、さらに 2 度にわたる世界大戦の中で聖
杯騎士伝説の精神がヨーロッパそして世界の平和に貢献したことを解明することによって、
中世ヨーロッパから今日の欧州統合に至るヨーロッパ平和論の系譜を例証し、21 世紀の国
際平和論への新たな視点を提唱することを目的とする。 
本博士論文は、バイロイトの『パルジファル』に聖杯騎士伝説の精神が、その伝説の誕生
期から今日に至るまで受け継がれているという仮説に立脚しており、その主な論点は次の 3
つである。第 1は、聖杯騎士伝説が十字軍遠征に象徴されるヨーロッパ内外の宗教的対立と
不寛容を収め、新たな理念によって国際平和を構築しようという願いを追い風に成立した。
第 2は、この聖杯騎士伝説の精神がバイロイトに連綿と継承され、この伝説の精神を現代に
復活させるためにヴァーグナーがバイロイトへ迎え入れられ、『パルジファル』を完成させ
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た。そして第 3に、聖杯騎士伝説の継承者クーデンホーフ＝カレルギーCoudenhove-Kalergi
の汎ヨーロッパ運動が世界大戦期の国際社会の結束に大きく貢献し、ナチス・ドイツが倒さ
れてヨーロッパが平和的統合に導かれたことである。 
本博士論文は、このような聖杯騎士伝説が今日の EU(ヨーロッパ連合)のみならず、国際
社会の平和そして共存に思想的影響を及ぼしているという視点に立ち、これらを学術的ア
プローチによって例証したものである。 
 
1.2  博士論文各章の要約 
1.2.1  序論～第 3章 
博士論文序論においては、先に述べた本博士論文の研究目的とその全体像を明らかにす
ると共に、聖杯騎士伝説に関するこれまでの先行研究とその問題点について言及し、解明・
例証すべき課題を明確にした。 
続く博士論文第 1章「ヴァーグナーと『パルジファル』」では、ヴァーグナーによる聖杯
騎士伝説を題材にした、ヴァーグナー中期のオペラである『ローエングリーン Lohengrin』、
そして晩年の『パルジファル』の作成経緯について検証し、ヴァーグナーがその生涯を通し
て聖杯騎士伝説を追求しており、その精神世界に身を投じていたことを明らかにした。そし
て、次章で詳述する 12世紀ルネサンス期のクレティアンやヴォルフラムの聖杯騎士伝説に
対するヴァーグナーの関心や見解から、この 2人の作品を継承、発展させたヴァーグナーが
『パルジファル』に込めた精神性について考察し、バイロイトの『パルジファル』の完成と
上演に関する歴史的意義について論及した。 
博士論文第 2 章「聖杯騎士伝説―その系譜と十字軍の時代―」では、12 世紀にさかのぼ
り、聖杯騎士伝説を初めて著したフランスのクレティアン Chrétien de Troyes による『ペ
ルスヴァル Perceval, le Conte du Graal』と、これに続くドイツ(神聖ローマ帝国)のヴォ
ルフラム Wolfram von Eschenbach の『パルツィヴァール Parzival』を、当時のヨーロッ
パ・キリスト教圏そして中東、アフリカなどのイスラムといった宗教文化圏を巻き込んだ十
字軍の状況、特にこの 2作品が現れた 12世紀後半の第 3回十字軍前後を中心に照らし合わ
せて検証した。そこから、この 2作品が十字軍騎士団の世界そして十字軍の歴史と密接に関
わっていたことを解明したほか、この十字軍の変容
、、、、、、
が両者の聖杯騎士伝説の世界観に決定
的な違いをもたらしていることを歴史学的視点から例証した。 
博士論文第 3章「アンデクス・メラン家と聖杯騎士伝説」では、聖杯騎士伝説が完成した
当時に創設されたバイロイトと、この地を領有支配していた、当時の神聖ローマ帝国のヨー
ロッパ大陸における実質的な支配者であり、近隣の強国と婚姻政策によって同盟関係を築
いていたヨーロッパの名門貴族アンデクス・メラン家(大公家 Herzog、12～13世紀半)に焦
点を当て、バイロイトが同家によって十字軍騎士団そしてクレティアンやヴォルフラムの
活動拠点と深く関係していたこと、さらに、アンデクス・メラン家が聖地エルサレムから「ア
ルプス以北のローマ」たる司教座バンベルク Bamberg に至る要衝の地を掌握し、聖界（聖
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職）にも進出して新たな理念によって
、、、、、、、、、
司教座を刷新するとともに、近郊の新都市であったバ
イロイトをこの理念に基づく東西交易と十字軍騎士団の拠点としたことに言及した。 
 
1.2.2  第 4章～第 6章 
 博士論文第 4 章「バイロイト―辺境伯宮廷文化と聖杯騎士伝説の継承―」では、これら
アンデクス・メラン家のバイロイトに遺した聖杯騎士伝説が、18 世紀のドイツ領邦絶対主
義期にバイロイト辺境伯ゲオルク・ヴィルヘルム Markgraf Georg Wilhelm von 
Brandenburg-Bayreuth によってバイロイトに造成された湖沼ブランデンブルクそして彼が
湖沼に隣接建造した理想都市ザンクト・ゲオルゲン St. Georgen (18世紀初頭)に現出する
など、バイロイトが神秘主義の様相を深める過程を追った。彼はこの湖沼と都市を舞台に大
規模な湖上での音楽祭を挙行し、18 世紀のバイロイト音楽祭と言い得る祝祭芸術の伝統を
バイロイトにもたらした。さらにゲオルク・ヴィルヘルムの生涯とザンクト・ゲオルゲンは
『パルジファル』のストーリーをも髣髴させる上、英国の『アーサー王伝説』における聖杯
伝説やガーター騎士団 Order of the Garter の影響を受けるなど、バイロイトに汎ヨーロ
ッパ的な聖杯騎士伝説が反映され、18 世紀半ばには、プロイセンのフリードリヒ大王
Friedrich der Große の姉でバイロイトに嫁いだヴィルヘルミーネ辺境伯妃 Markgräfin 
Wilhelmine などによって、バイロイトはヨーロッパ屈指の芸術文化都市に発展を遂げてい
たことを明らかにした。 
 博士論文第 5 章「ジャン・パウル―バイロイトのロマン主義そしてヴァーグナーへ―」
では、ヴァーグナーがバイロイトに移住する以前の 19世紀前半に栄えたバイロイトのドイ
ツ・ロマン主義について、当地の文豪ジャン・パウル Jean Paul(Johann Paul Friedrich 
Richter)の生涯とその描く世界から、バイロイトに根付いていたロマン主義の大きな源流
とヴァーグナーのバイロイト招聘への関連を、ヴァーグナーの生誕年である 1813 年にジャ
ン・パウルが記した、近く総合芸術を大成する天才が現れることを示唆した予言
、、
を中心に考
察した。また、ジャン・パウルの描くファンタジーの世界がバイロイト一帯に根付いていた
聖杯騎士伝説の影響を受けたものであることを例証した。さらに、このバイロイトを象徴す
るジャン・パウルの文学が、後のナチスの台頭などの民族主義や排外主義とは全く異質な、
世界市民主義的な人間のふれあいを描くものであったことに及んだ。 
 博士論文第 6 章「バイロイト音楽祭―19 世紀における聖杯騎士伝説の復活―」では、ヴ
ァーグナーのバイロイト移住とバイロイト音楽祭の挙行、そしてバイロイトの『パルジファ
ル』の完成についてその経緯を検証した。ここではヴァーグナーが選んだ都市そして彼の芸
術によって栄えたヴァーグナー都市としてのバイロイトではなく、聖杯騎士伝説を持つバ
イロイト史によって導かれたヴァーグナーという新たな視点を提唱した。そこには後のナ
チスの聖地ではなく、人類共存のための国際文化都市としてのバイロイト像が浮かび上が
った。さらに、ヴァーグナーを支援し、パルジファルのモデルともいわれたバイエルン国王
ルートヴィヒ 2世 Ludwig II、そしてヴァーグナーの無二の友として作品上演に協力したフ
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ランツ・リスト Franz Liszt や、彼の娘で後にヴァーグナーの妻となったコージマ Cosima
たちの聖杯騎士伝説との関連について例証し、聖杯騎士伝説の信奉者たる彼らによって『パ
ルジファル』が完成に導かれ、聖杯騎士伝説が 19世紀後半のドイツ統一期において復活を
遂げたことに言及した。 
 
1.2.3  第 7章～結語 
博士論文第 7 章「EU と聖杯騎士伝説―カレルギーの欧州平和統合運動―」では、まずバ
イロイトの『パルジファル』と 20 世紀前半のナチス第三帝国の関わりについて検証した。
当時のナチスは第一次世界大戦に敗北して荒廃したドイツにおいて、敵を撃退する民族の
救世主として『パルジファル』を政治プロパガンダに用い、バイロイトをゲルマン民族の聖
地として他国への侵略、異民族の迫害を実施した。この経緯から、バイロイトの『パルジフ
ァル』がナチスによっていかに改ざんされたかを明らかにし、その上で、このバイロイトを
奪取したヒトラーに対し、ヨーロッパと世界の平和のために立ち上がり、汎ヨーロッパ運動
Paneuropa-Bewegungを展開した「EUの父」リヒャルト・クーデンホーフ＝カレルギーRichard 
Coudenhove-Kalergi の生涯を追った。彼はヴァーグナーそしてバイロイト音楽祭を支援し
続けた貴族クーデンホーフ＝カレルギー家に生まれ、その生涯をナチスからのヨーロッパ
の解放と戦後の統合に捧げたヨーロッパ人 European そして世界市民 World Citizen と言い
得る人物であり、クーデンホーフ・カレルギー家そしてリヒャルトと、聖杯騎士伝説の関係
について解明するとともに、今日の EUに聖杯騎士伝説の精神が受け継がれていることを例
証した。 
博士論文第 8章「聖杯騎士伝説と現代―戦後バイロイトと『パルジファル』―」では、第
二次世界大戦後から今世紀におけるバイロイト音楽祭 Bayreuther Festspiele に関して、
かつてナチス第三帝国の国家オペラと称された『ニュルンベルクのマイスタージンガーDie 
Meistersinger von Nürnberg』、そしてバイロイト音楽祭のためにヴァーグナーが制作した
聖杯騎士伝説オペラ『パルジファル』の上演の変遷を追い、歴代の音楽祭総監督として、歴
史の重荷を背負いながら音楽祭を挙行し、世代交代を続けるヴァーグナー家当主と、聖杯騎
士伝説の地バイロイトが今日の世界に向けて発しているメッセージについて考察した。さ
らに、再び EUそして世界のリーダーの一員として復活を遂げたドイツ、そしてヴァーグナ
ー芸術の真の姿を目指し、ヨーロッパ最高峰の芸術発信地として返り咲いたバイロイト音
楽祭の 21 世紀における課題と展望を、ヴァーグナー生誕 200 年に向けた『パルジファル』
の上演とその反響から検証した。 
博士論文結語(最終章)においては、これまで博士論文各章から導き出された結論を、鳥
瞰的、総合的視点からまとめた上で、バイロイトの『パルジファル』に連綿と受け継がれ
た聖杯騎士伝説が、20世紀のナチズムや 2度の世界大戦を経て、なお宗教紛争や民族的対
立の続く今日に何を問いかけているのかについて考察した。そこではアンデクス・メラン
家が遺した聖杯騎士伝説の精神が、彼らの築いたバンベルク司教座大聖堂そして「バンベ
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ルクの騎士（騎手）Bamberger Reiter」とともに蘇り、バイロイトに受け継がれた聖杯騎
士伝説が、宗教や民族、国家的対立に起因する戦争や国際紛争を回避あるいは終息させる
平和と共存の意図を持って、ヨーロッパから中東、アフリカそしてアジアに流布されてい
たことが明らかとなる。 
以上のように、聖杯騎士伝説の精神がヨーロッパ平和論の系譜となっており、この幾多
の歴史的試練を乗り越えた聖杯騎士伝説こそが、今日の国際平和と人類の未来への大いな
る可能性をもたらすものであることを明示し、結語とした。 
以上 
 
本博士論文「聖杯騎士伝説の研究」全文は、関西学院大学出版会発行の「学位論文
オンデマンド出版サービス」から出版される。http://www.bookpark.ne.jp/ipsu/ 
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２．本博士論文に関連する研究業績一覧 
 
Ⅰ. 査読付学術論文 
 
①バイロイト音楽祭と現代－ヴァーグナー生誕 200 周年に向けたヘアハイム演出「パルジ
ファル」から－ 
川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会）  (No.109) 65-82 2014年 
② Study of the Legend of Holy Grail's Knight and Emperor Friedrich II by the 
European House of Andechs Meranien -From the viewpoint their aim for ending of 
International Religious War "the Crusades"in 12-13th Century-   
KAWANISHI Takao 
Mediterranean Journal of Social Sciences, p160-168, MCSER-Mediterranean Center of 
Social and Educational research, Vol.2, No.9, 2013, Refereed in English   
③ Richard Wagner’s Parsifal at Bayreuth and 21st century in the World- From the 
viewpoint “Mitleid(compassion)”using Interdisciplinary Studies - 
KAWANISHI Takao 
Academic Journal of Interdisciplinary Studies, p361-369, MCSER-Mediterranean 
Center of Social and Educational research, Vol.4, No.10, 2013, Refereed in English   
④ ヨーロッパ聖杯騎士伝説とドイツ・バイロイトをめぐる歴史学的研究－「ペルスヴァル」
から「パルツィヴァール」，そして「パルジファル」へ－ 
川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会）  (No.99) 25-46 2011年 
⑤ バイロイトのドイツ・ロマン主義に関する研究―ジャン・パウルの世界から― 
川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会） (第 94号) 79-94 2010年 
⑥ 新時代のバイロイト祝祭とその展望－「ニュルンベルクのマイスタージンガー」上演史
を中心に－ 
川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会） (第 90号) 41-50 2010年 
⑦ バイロイトの神秘主義と祝祭文化に関する史的研究－バイロイト辺境伯ゲオルク・ヴィ
ルヘルムと理想郷ザンクト・ゲオルゲン－ 
川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会） (第 89号) 35-53 2009年 
⑧ 伝承の湖沼に描かれた理想郷－バイロイト辺境伯ゲオルク・ヴィルヘルムとブランデン
ブルク湖－ 
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川西孝男 
比較文化研究（日本比較文化学会） (第 88号) 129-144 2009年 
⑨ バイロイトとリヒャルト・ヴァーグナー－その接点をめぐる考察－ 
川西孝男 
ゲルマニスティク京都（日本独文学会京都支部） (第 9号) 1-19 2008年 
 
Ⅱ. 国際学会、全国学会等における主要研究発表 
 
1. 研究発表論題：「ドイツ絶対主義期におけるバイロイトの宮廷文化 －辺境伯ゲオルク・
ヴィルヘルム研究－」、歴史学研究会ヨーロッパ中近世史合同部会，早稲田大学、2007、
発表要旨掲載誌：「歴史学研究月報 第 571号」、pp.4-6、2007 
2. 研究発表論題：「ドイツ絶対主義期におけるバイロイト祝祭 －ザンクト・ゲオルゲン研
究－」、広島史学研究会大会・西洋史部会、広島大学、 2007、発表要旨掲載
HP:http://home.hiroshima-u.ac.jp/hiroshig/2007west.html   
3. 研究発表論題：「バイロイトとリヒャルト・ヴァーグナー」、日本独文学会京都支部，秋
季研究発表会，京都大学、2007、掲載誌：日本独文学会京都支部、『ゲルマニスティク
京都 第 9号』、p.113、2008 
4. 研究発表論題：「西洋と東洋の“竜”を巡る伝説とその異相－ヨーロッパ、そしてドイ
ツにおける聖ゲオルク信仰とその背景－」、歴史学会第 32回大会，成城大学、2007年、
発表要旨掲載誌：歴史学会、『史潮 新 64号』、pp.80-82、2008 
5. 研究発表論題：「ドイツ絶対主義期における統治権の“神授”と領邦文化－バイロイト
辺境伯ゲオルク・ヴィルヘルム研究－」、史学会第 105回大会･西洋史部会、東京大学、
2007、発表要旨掲載誌、「史學雑誌 第 117編 第 1号」、p.118、2008  
6. 研究発表論題：「12世紀ルネサンスとドイツ東部辺境地帯－バイロイト創設の背景から
－」、広島史学研究会大会・西洋史部会、広島大学、 2008、発表要旨掲載
HP:http://home.hiroshima-u.ac.jp/hiroshig/2008west.html 
7. 研究発表論題：「ドイツ絶対主義期の領邦関係をめぐる人文学的考察－バイロイトとプ
ロイセンが目指した“理想郷”－」、人文地理学会大会、筑波大学、2008、発表要旨掲
載誌：「2008年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.24-25、2008 
8. 研究発表論題：Kartograph in German Regional Absolutism Era － Johann Adam 
Riediger’s Life and Works － International Conference of Historical 
Geographers：歴史地理学者国際会議（英語口頭発表），京都大学, 2009.発表要旨掲載
誌：ICHG 2009 Organizing Committee, Proceedings of the 14th International 
Conference of Historical Geographers Kyoto 2009, Kyoto University Press（京都
大学学術出版会）, pp.97～98（英語要旨）, 2010 
9. 研究発表論題：「歴史的都市図絵から観た都市機能と文化－12～20 世紀におけるドイ
ツ・バイロイト図絵から－」、人文地理学会大会、名古屋大学、 2009、 発表要旨掲載
誌：「2009年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.40-41、2009 
10. 研究発表論題：「ドイツ領邦絶対主義期におけるカルトグラーフ－J. A. リーディガー
の生涯と作成地図から－」、歴史地理学会第 52回大会、神戸大学、2009、発表要旨掲載
誌：歴史地理学会（編）、「歴史地理学 No.247」、p.50（プログラム）、pp.60-61（発表
要旨）、2009 
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11. 研究発表論題：「バイロイトのドイツ・ロマン主義に関する研究－ジャン・パウルの理
想郷から－」、日本独文学会 第 64回総会・春季研究発表会、慶応義塾大学、2010、発
表要旨掲載誌：「2010 年春季研究発表要旨集」、日本独文学会、pp.21-22、2010 
12. 研究発表論題：「近代人文地理学とドイツ・ロマン主義をめぐる考察― アレクサンダ
ー･フンボルトとバイロイトのロマン主義 ―」、人文地理学会大会、奈良教育大学、2010、
発表要旨掲載誌：「2010年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.26-27、2010 
13. 研究発表論題：「ヨーロッパ聖杯騎士伝説とドイツ・バイロイトをめぐる歴史学的研究
－「ペルスヴァル」、「パルツィヴァール」そして「パルジファル」－」、日本西洋史学
会第 61回大会、日本大学、発表要旨掲載誌：「日本西洋史学会 第 61回大会 報告要
旨集」、p.54、2011 
14. 研究発表論題：「ヨーロッパ聖杯騎士伝説をめぐる歴史地理学的考察－「ペルスヴァル」
から「パルツィヴァール」、そして「パルジファル」へ－」、人文地理学会大会、立教大
学、2011、 発表要旨掲載誌；「2011年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.48-49、
2011 
15. 研究発表論題：「神聖ローマ帝国の千年王国創設における“新理念”に関する研究―バ
ンベルク司教座をめぐるアンデクス・ メラン家の興亡から―」、日本西洋史学会第 62
回大会、明治大学、発表要旨掲載誌：「日本西洋史学会 第 62 回大会 報告要旨集」、
p.24、2012 
16. 研究発表論題：「ヨーロッパ中世詩歌「カルミナ・ブラーナ」をめぐる人文地理学的考
察－現代合唱曲としての復活－」、人文地理学会大会、立命館大学、   2012、発表要旨
掲載誌：「2012年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.98-99、2012 
17. 研究発表論題：Richard Wagner’s Parsifal at Bayreuth and 21st century in the 
World,3° International Conference on Human and Social Sciences, ICHSS 2013 
in Rome Italy(英語口頭発表), Congress Center "Roma Eventi-Fontana di Trevi" , 
1st Session, Gregorian Pontifical University, 2013,掲載 HP： http://www. 
mcser.org/journal/index.php/ajis/article/view/ 860 
18. 研究発表論題：Study of the Legend of Holy Grail's Knight and Emperor Friedrich 
II by the European House of Andechs Meranien, 3° International Conference on 
Human and Social Sciences, ICHSS 2013 in Rome Italy(英語口頭発表), Congress 
Center "Roma Eventi-Fontana di Trevi", 3nd Session, Gregorian Pontifical 
University,2013, 掲載 HP:http://www.mcser.org/journal/index.php/mjss/article/ 
view/1170 
19. 研究発表論題：「神聖ローマ皇帝フリードリヒ 2 世と聖杯騎士伝説－エルサレム戴冠と
カステル・デル・モンテ建造をめぐる人文地理学的研究－」、人文地理学会大会、大阪
市立大学、2013、発表要旨掲載誌：「2013年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、pp.24-
25、2013        
20. 研究発表論題：The Study of relationship between EU (European Union) and Legend 
of Holy Grail's Knight - Viewpoint of the European House of Coudenhove-Kalergi 
and Japan, “Parsifal” in Bayreuth-、第 8回 EUIJ 関西コロキアム（英語口頭発表）、
関西学院会館(兵庫県西宮市)、2014、主催：EUIJ 関西、掲載 HP：http://euij-
kansai.jp/curriculum_colloquium 2013  
21. 研究発表論題：Wesley in Oxford and the Legend of Holy Grail’s Knight －A 
Research about the Root of Methodism from the European Continent, via England 
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and America, to the World－, 8th Global Conference on Multi culturalism, 
Conflict and Belonging,(MCB8) in Oxford University Mansfield College, 2014(英
語 口 頭 発 表 ), 掲 載 HP:http://www.inter-disciplinary.net/at-the-interface/ 
diversity-recognition/multiculturealism-conflict-and-belonging/programme-
abstrats-and-papers/ session-9-co-existence-of-religions/ 
22. 研究発表論題：「イグナチオ・ロヨラと聖杯騎士伝説－イエズス会創設と海外展開をめ
ぐる人文地理学的アプローチ－」、人文地理学会大会、広島大学、2014、発表要旨掲載
誌：「 2014年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、 pp.24-25、2014 
23. 研究発表論題：「神聖ローマ帝国におけるハプスブルク家“出現”の背景をめぐる研究 : 
アンデクス・メラン家の継承者としての視点から」、日本西洋史学会第 65回大会、富山
大学、発表要旨掲載 HP：http://kgur.kwansei.ac.jp/dspace/handle/10236/13311、2015 
24. 研究発表論題：USA and the Legend of Holy Grail’s Knight: Walter Russell Lambuth 
as “Parsifal”, 3rd 21st Academic Forum Conference, Harvard University, USA 
2015 Sept(英語口頭発表), 掲載 HP: http://www.21caf.org/3rd-hrd-conference-
program.html 
25. 研究発表論題：「神聖ローマ帝国におけるハプスブルク家“出現”の背景をめぐる人文
地理学的研究 : アンデクス・メラン家の継承者としての視点から」、人文地理学会大
会、大阪大学、2015、発表要旨掲載誌：「2015年 人文地理学会大会 研究発表要旨」、 
pp.50-51、2015 
 
Ⅲ. 国内及び海外での主要な研究交流、現地調査 
 
主要な国内研究協力機関 
A) 関西学院大学、関西学院大学図書館 
B) 神戸大学、神戸大学図書館 
C) 大阪大学、大阪大学図書館 
D) 京都大学、京都大学図書館、京都大学総合博物館 
E) 国際日本文化研究センター(日文研) 
F) EUIJ関西(EU Institute in Japan, Kansai) 
G) 長崎県、熊本県、大分県、広島県、大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県 
 
主要な海外研究協力機関 
H) ローマ大学サピエンツァ校 
I) ヴァチカン図書館、ヴァチカン機密文書館 
J) 教皇庁立グレゴリアン大学 
K) 教皇庁立東洋研究所 
L) オックスフォード大学ボドリアン図書館 
M) オックスフォード大学クライスト・チャーチ、リンカーン・カレッジ、マンスフィール
ド・カレッジ 
N) ミドル・テンプル法曹院及びテンプル教会（英国） 
O) ウィンザー城聖ジョージ教会及び公文書館 
P) ブラッセル欧州連合議会及び博物史料館 
Q) ブリュージュ歴史地区、聖血教会 
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R) バンベルク大聖堂、司教座公文書館、バンベルク市立公文書館 
S) オーバーフランケン歴史協会本部、ジャン・パウル協会本部 
T) バイロイト大学および図書館、リヒャルト・ワーグナー博物館、バイロイト祝祭劇場、
バイロイト公文書館、辺境伯歌劇場 
U) 聖墳墓教会、エルサレム考古学博物館 
V) ポベチョビツェ、旧ロンスペルク城址（チェコ） 
W) ウィーン宮殿及び宮殿公文書館 
X) アンブラス宮殿、インスブルック宮廷内教会 
Y) アンデクス修道院、ベネディクト・ボイエルン修道院（ドイツ） 
Z) ミュンヘン、ノイシュヴァンシュタイン城ほか、オーバーザルツベルク 
AA) ハーバード大学及び大学図書館、大学美術館、大学記念教会 
BB) ハーバード音楽協会、ボストン美術館 
 
主要な現地踏査地（上記研究機関交流での訪問地は省略） 
A) オーバーフランケン地方（旧バイロイト辺境伯領、ドイツ） 
B) ニュルンベルク、アンスバッハ、レーゲンスブルク、パッサウ周辺 
C) ベルリン、ポツダム、ドレスデン、ライプツィヒ周辺 
D) ヴァルトブルク城、アイゼナハなどテューリンゲン周辺 
E) エルサレム旧市街および周辺地域 
F) パンプローナ、バルセロナ、モンセラート修道院（スペイン） 
G) アルビジョワ、トゥールーズ、カルカソンヌ 
H) マルセイユ、エクス・アン・プロヴァンス、ニース 
I) パリ大学カルチェラタン地区、モンマルトル周辺、ルーブル美術館 
J) トロワ、シャンパーニュ地方 
K) ハプスブルク城址、アールガウ周辺（スイス） 
L) ヴェネツィア、ヴェンドラミン・カレルギー宮殿 
M) アクイレイアの遺跡地域と総大司教座聖堂のバシリカ（イタリア） 
N) シエナ大聖堂、シエナ歴史地区 
O) ブダペスト周辺、王宮および国立歌劇場（ハンガリー） 
P) ソフィア周辺（ブルガリア） 
Q) イスタンブール周辺 
R) イストリア及びダルマツィア地区、ザダル（スロヴェニア、クロアチア） 
S) ブレンナー峠、ヴェローナ、ボローニャ 
T) ナポリ、パレルモ、プーリア、カステル・デル・モンテ 
U) アテネ国立考古学博物館、アクロポリス 
           
以上  
 
 
